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　今年の 3月 14日、言語研究グループは、熊本大学にて、熊本大学社会文化研究会との共催で「文
明と文字：記憶 vs. 記録」と題するセミナーを開催した。セミナーでは、「インダス言語研究会」
のメンバーである長田俊樹、児玉望、北田信の 3 名が、それぞれ専門の立場から講演を行なっ
た（この時の模様については、大西が、2009 年 6 月発行のニュースレター第 5 号に紹介記事
を書いている）。全体のテーマは、児玉さんの案で、インダス文字を含めた南アジアの「文字」
の問題を口承文化との関係に焦点を当てて取り上げるものだった。
　3 つの講演のうち、インダスプロジェクトのリーダーである長田さんの講演は、おもに地球
研およびプロジェクトの概要説明と、発掘によって発見された印章や封泥、土器に刻まれた文
字などの紹介であった。この内容はすでに論文や記事に書かれているので省略し、本報告書で
は、児玉さんおよび北田さんの講演を紹介することにする。掲載にあたり、お二人には、その
時の原稿を編集し直していただいた。
　「非文字説と文明の継承—インダス「文字」解読の動向」と題された児玉望さんの講演では、
まず、インダス文字をめぐる最近の研究の動向について解説し、どの説もインダス文字とイン
ダス文明以降のインド系文字の連続性が前提になっていると指摘したあと、インドの文字文化
にまつわるさまざまな現象を取り上げ、それらが「音声言語の記憶」の高度な発達というイン
ド文明の特徴から生じた現象であると分析している。
　また、北田信さんは、「放浪者の言語—音声テクストと文字テクストの伝承」と題した講演で、
9-12 世紀のタントラ仏教歌「チャルャーパダ」にまで遡る 2 つの伝統、ベンガル地方の放浪詩
人であるバウルたちの文字に頼らない口承文化と、ネパールのネワール人たちの写本を頼りに
伝承されるチャチャー歌の伝統を紹介し、バウルの伝承は、共通の内容や比喩を用いながらも、
時代や場所によって異なるテクストを創造しているのに対し、チャチャー歌はもはや意味を失
った化石化したテクストとして伝承されていること等を指摘している。
　言語研究グループによる地球研を離れてのセミナーは、これが始めてだったが、3 つの講演
を通して、南アジアの文字文化の古代から現代に至る流れを、別々の角度から照らし出すこと
ができたように思う。小規模なセミナーながら聴衆からの反応も上々だった。メンバーとして
は、今後も、年に一度はこのような催しを開催したいと考えている。
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